
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI いわき中央 

SI いわき中央からのメッセージ 

女性の権利を尊重しよう！ 

暴力から脱出する勇気を持ちましょう！ 

S I 帯  広 
 

  

11 月 16 日 SI 帯広がスポンサーしているΣソサエティの帯広大谷短大＜半熟たまごクラブ＞にポスター

とデート DV防止キットをお届けしました。 デート DV について 顧問の先生と学生さんに説明したのち

DV防止ボードを掲げた写真を会員とともに撮りました。また、SI 帯広では、DV カードを作成し 市内の公

共機関やデパート.病院の女性トイレに設置する活動をしております。11 月 19 日の業務例会では、潮ガ

バナーを囲み 「STOP ! DV」「NO! DV」「NO！ という勇気を」と書かれたメッセージボードを掲げ 統一行

動の写真を撮影いたしました。 

 

http://jp.mg5.mail.yahoo.co.jp/neo/launch?.rand=38gg39mca0te2
http://jp.mg5.mail.yahoo.co.jp/neo/launch?.rand=38gg39mca0te2
http://jp.mg5.mail.yahoo.co.jp/neo/launch?.rand=38gg39mca0te2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩見沢の中心街で会員みんな、メッセージボードを持ちティッシュとリーフレットを女性に配布しました。 

SI  岩 見 沢 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「名寄大学Σソサエティとカーリングで合同交流会」 

2014年 11月 15日(土)AM10:00 より、サンピラーパーク交流館カーリング場にて、30名参加する。カー

リングをするのは、初心者も多く、名寄カーリング協会の 2 名の方を講師に指導を受けカーリングの基

本プレーとしての投球方法を学びました。この日参加した学生の皆様に統一行動：「“キャッチ！SOS”

キャンペーン」の活動の主旨をご理解して頂き、参加者全員が「パープルリボン」を身に付け、活動を

PR しました。 

ＳＩルンベル旭川 

当クラブがスポンサーしている旭川.大学Σソサエティの入会式の際、学生達にパープルリボンを配布し、 

暴力撤廃運動の説明と運動への協力を呼びかけました。また１１月 25 日市民プラザ内自主スペースに 

おける机と椅子の贈呈式の際勉強中の生徒達にパープルリボンを配り、運動への呼びかけを行ったところ

生徒達は直ぐにリボンを胸につけてくれました。感謝の気持ちをつたえると、はつらつとしたさわやかな笑

顔がかえってきました。ソロプチミストブランド.の知名度アップにもつながる一日でした。 

 

 

S I 名  寄 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  遠   軽 

この度 SI 遠軽では 204年 11月 18日「女性に対する暴力撤廃デー」に合わせて、11月 18日の例会に

おいて「キャンペーンボード」に「女性に対する暴力は認めない」を筆字で書き込み会員二人に持っても

らい写真を撮りました。 

SI 北見みんと 

東北６県北海道８９クラブの本年度、統一行動キャッチ！SOS キャンペーン１１月「女性に対する暴力撤

廃デー」として、１１月２６日例会に於いて、駆け込みシェルター＆女性相談のウイメンズ・きたみ 代表相

談役 山田光生様より、「DV 被害者自立への支援」卓話を頂戴しました。全世界的にも女性女児軽視の

状況悪化の中、治安の良い日本でも常態的に身体 DV、精神 DV、経済 DVが被害者に自己責任転嫁、

感情喪失、親子バランス逆転等の基本的権利崩壊の様々な状況を知り、改めて今後の活動への研鑽と

なりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 釧路アミティ 

11 月 25 日 「女性に対する暴力撤廃デー」のこの日は、SI 釧路アミティの例会日でした。今年度３人目

の入会式を終えた後、DV防止のボードをもって写真を撮りました。奉仕プログラム委員会が作成した DV

カードの配布もあり、あらためて DV防止の意識を高めました。また 12 月 14 日は、S クラブ・Σソサェティ

の学生とともに DV勉強会「No!デート DV  ~勇気をもって 声をあげて」を開催する予定です。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  函   館 
 

奉仕プログラム委員会 キャッチ SOS キャンペーン活動 講話 

2014 年 10 月 10 日 

場所/北海道函館中部高等学校 

  “キャッチ SOS ”キャンペーンの活動の 1 つとして、奉仕プログラム委員会が中心となり、10 月 10 日市

内の函館中部高等学校 1 年 1 組にお邪魔して講話をさせていただきました。 テーマは「デート DV ってな

に？」。デート DV についての説明、そして 4 つの、１身体への暴力 ２こころへの暴力 ３性的な暴力 ４お

金にかかわる暴力があることについてお話致しました。交際しているカップルの好ましくないイラスト、ケー

ス２つを見てもらい、この会話をどう変えたらより良い望ましい関係になれるか？を考えていただき、発表も

していただきました。 世界、日本の実情、そして函館近郊で実際に起こっている悲しい現実をお話し、困っ

た時に相談出来る窓口も沢山あることもお伝えしました。「自分を大切にすること」「相手のことも尊重するこ

と」により、交際において何でも話し合える対等な関係を将来つくっていただきたいという願いをこめてのお

話でした。 

当クラブで支援しています「ウィメンズネット函館」のご紹介をし、困ったらいくつかの相談窓口があることの

ご紹介も致しました。この度の講話に関し、函館市役所子ども未来部子育て支援課様よりたくさんの資料の

ご協力をいただきました。最後に生徒さんから率直なご感想をいただきましたが、デートDVについて真剣に

考えて下さったこと、自分はこうなりたい、など生の声をいただき、クラブにとって活動の大きな一歩を踏み

出すことが出来ました。 

 

１１月２６日１３：００より、スーパー店舗内にてリジョン

統一行動第２弾『DV に NO を!』のプラカードを掲げ

HOT ラインカードをポケットティシュに入れ１００組 お

とずれた女性に配布し啓発活動を実施しました。 

DV カードの配布は、１０年前からこの国際デーにあわ

せ行っておりましたが、このたびは統一行動”キャッ

チ！SOS キャンペーンボードも PR し活動いたしまし

た。 

 

 

S I  留   萌 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  滝  川 

統一行動キャッチSOSキャンペーン女性に対する暴力撤廃デーに統一行動を行いました。毎年ドメス

ティックバイオレンスの職場キャンペーンを展開してきましたが、今年はキャンペーンでもあり職場で

「女性を守るには」のリーフを箱に入れ悩まないでカードを手に取り次に行動を勇気をもって一歩踏み

出そう、を見出しにして１３か所のトイレに設置をお願いしました。職場の上司の方にも地域社会で女

性と女児の人権を守り幸福のための活動をしているソロプチミストの主旨を説明し理解をして頂きまし

た。女性の権利を尊重しようDV撲滅のプラカードを掲げ職員の皆さんと写真を撮り地元紙プレス空知

に掲載し、市民の皆様にも DVの関心を持っていただけたらと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI  苫 小 牧 
 

11 月 25 日女性に対する暴力撤廃デー 

苫小牧市女性センター・特定非営利活動法人 ウィメンズ“結”の主催でテーマ「」DV 被害者が働き続け

るために」NPO 法人女のスペース・おん代表理事 山崎 菊乃 氏により講演会が開かれた。DV 被害者

支援・DV 防止法・保護命令・保護命令の罰則・関係機関との連携・シェルター退所後の生活（自立支

援）・DV の実態等、参加者市内の各奉仕団体関係者 60 名。SI 苫小牧会員、苫小牧はまなす会員も参

加。女性が真の自立にむけて社会に求められるものは何か等、多くを学ぶ機会を得ました。DV 被害者

のあまりに多い実態に改めて驚いています。 

 

S I  北  見 

11 月 25 日「女性に対する暴力撤廃の国際デー」に合わせてソロプチミスト北見は 11 月 26 日北見

市内大通ビルパラボ前にて女性への暴力防止を呼びかけ DV カードとティッシュを配布し街頭啓発

を行いました。続けてこの日市内の北見市役所、北見日赤、北見市民会館、北見芸大ホール（2 か

所）、北見経済センター、パラボ、ホテル黒部、ピアソンホテルの 8 か所の女性トイレに設置して

ある DV カード、パンフレットを 3 か月単位で確認している箇所(8 か所)に補充にと活動いたしま

した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市内 4 クラブ(SI 札幌・SI 札幌中央・SI 札幌ノイエ・SI 札幌ハーモニー)合同 

１０月の国際ガールズデーに引き続きも札幌市内４クラブ（SI 札幌、SI 札幌中央、SI 札幌ノイエ、SI 札幌

ハーモニー）は、11 月 25 日（火）11：00 より、札幌駅西改札口前において添付のデザインのカード入り

ポケットティッシュ、2,000 個を配布しました。その際、それぞれがメッセージボードを掲げ、ＤＶ撲滅をアピ

ールしました。また、今回は札幌市のＤＶ相談窓口である、札幌市市民まちづくり局男女共同参画室男

女共同参画課より、調整担当係長の廣川様はじめ４名の札幌市職員の方々もご一緒に啓発活動を行い

ました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  郡  山 

国際ソロプチミスト郡山は、2004 年より福島県女性のための相談支援センターへ物資支援しています。 

2006 年から国際ソロプチミスト郡山の HP で報告をして全国に協力を求めてきました。継続は力なりで、

毎年善意の輪が広がり今期も役 230 の洋服などが全国から寄せられました。 

地元の新聞福島民報新聞のトップページ「あぶくま抄」に活動を掲載していただけました。役10年の地道

な SI 郡山の活動はようやく認められ世の中に役立つようになってきたようです。これからも夫の DV に怯

え肌身裸足でにげてきて助けを求めている入居者の皆様に喜んで頂けそうな活動を考えて行動してい

きたいと願っております。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SI 苫小牧はまなす 

交際中のあいてからの暴力「デート DV」の防止を目指した、啓発ポスター150 枚を作製し、市内の中学校や

高校大学、公共施設など役 100 ヵ所に掲示して対等な交際関係を築くことの重要性を訴えました。 

市立苫小牧東中では、校長先生、生徒会の森岡怜花会長、尾形ひかり書記長をまじえ話し合うことができ

ました。2人は「デート DV と言う言葉は初めて聞いた」と話し、当クラブは啓発運動を続けることを強く感じま

した。同時に実態調査のアンケート用紙(320 部)を持参し、後に回収し分析します。ポスターにはデート DV

の例や、互いに尊重し合う関係の築き方、被害者の保護と自立を支援する市内のNPOウイメンズ結（ゆい）

の、相談電話番号も記載しました。 

 

 

S I  石  狩 

2014 年 9 月 27,28 日第 51 回さけまつりにて、会場にあたる弁天会館の管理し、地物野菜中心に新鮮野

菜を販売チャリティーバザーを開催しました。会員一同が一丸となり、天気にも恵まれて、無事終えること

ができました。また同時にキャッチ SOSキャンペーン暴力撤廃への啓蒙活動の一環として、チラシ・カード

の配布を行いました。私達は、ソロプチミスト石狩の地域での一般知名度を高める活動の取り組みとし

て、今後も継続していきたいと思います。 

 

 

 



  

 

S I  秋  田 

統一行動；“キャッチ！SOS”キャンペーンに 12 月 9 日「SI 秋田認証 40 周年記念チャリティーコン

サート」会場において「ノー！！女性への暴力」を呼びかけました。 

 

 



 

  S I  会  津 
 

平成 26 年 11 月 29 日。会津若松市稽古堂にて、「DV キャンペーン」の一環として、SI 会津、SI 喜多方、      

SI ばんげの 3 クラブ合同で「女性に対する暴力撤廃デー」と題して、テーマ１、「社会に潜む DV の実態に

ついて」会津若松警察署刑事２課山口様から。２、「危険ドラッグの恐ろしさ」と題して、会津薬剤師会会長

渡邉様にご講演をいただきました。会員及び市民約 30 名の参加を得て有意義なお話を聞くことが、出来

ました。 

 

11 月 16 日､11 月 25 日の「女性に対する暴力撤廃デー」キャッチ SOS の一環として DV,防止キャンペ

ーンを実施致しました。多くの会員参加のもと、会津若山市とタイアップして、ポケットティッシュにDVカ

ードを入れ配布しました。市長も大変大喜び参加してくださいました。ショッピングセンター前で市民に

呼びかけました。 

 



 

  
S I  美  唄 

１１月２６日チャリティーバザーを開催し、11 月 25 日の「女性に対する暴力撤廃国際デー」に先駆けて

“キャッチ SOS キャンペーン”のチラシを配布し『１人で悩まず相談を』と呼びかけました。 

  

 



 

 

  

S I  宮  城 
 

11 月 25 日「女性に対する暴力撤廃デー」 

暴力から脱出する勇気を持ちましょう。SI 宮城ではこのキャンペーンの一貫として、アートコンテスト

作品展を、昨年に引き続き仙台銀行にて､12 月 1 日～12 月 5 日まで開催しました。作品 34 点と、 

女性に対する暴力撤廃ボード、リーフレット、デート DVのしおりを用意しました。訪れた皆様にも.  

ボードを持って写真を撮りご理解、協力をして頂く様広報致しました。河北新報社仙台経済界よりの 

取材.でも同様にアピールしました。「働く女性 生き生き描く」の見出しに翌日掲載されました。 

 

 

 

 



 

  S I  南  陽 

SI 南陽では 11 月 14 日のチャリティ―ワインパーティーに市内外から 173 名のお客様.をお迎えした

際統一行動：“キャッチ SOS゛キャンペーン「女性に対する暴力撤廃デー」のチラシとティッシュをお客

様全員にお渡ししながら、ソロプチミストの統一行動をアピールいたしました。これからも SI 南陽で

は、女性と女児の豊かな未来のために活動をしていきます。 

  

SI  気 仙 沼 

 

 



 

  

 

 

 

SI 石巻・SI 石巻サンファン 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  新  庄 

 

SI 新庄クラブ全員で写真を撮りました。 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  山  形 

11 月 12 日会長、スポンサーシップ委員会委員長、広報委員会委員長で市内の.城北高等学校を 

訪問、副理事長、校長先生、S クラブ顧問の先生立会いの下、マスコミ.の取材も入って頂き、ソロプ

チミストの統一行動の趣旨を説明し、デート DV防止啓発チラシを生徒代表に手渡した。学校側では 

全生徒にデート DV 防止啓発を促す事を約束してくれました。また山形学院高等学校、山形県立北

高等学校にも配布、更に来月 S クラブ認証予定の山形市立山形商業高等学校を訪問、同チラシを

お届けし、デート DV防止の啓発活動を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 29 日(土)山形駅アピア通路にて、午前 11 時よりＤＶ防止を訴える街頭キャンペーンを行いました。 

夢を生きる女性と女児の豊かな未来をつなぐキャッチ SOS キャンペーンの１つとして「女性に対する暴力

撤廃デー」(11 月 25 日)に因み人通りの多い場所と週末を選んで行ったもので、桃谷ふみ子 SI 山形会長、

他会員 10 名にて、SI 山形が独自に作成した DV 防止ホットラインカード 200 枚を歩行者に配り、DV 被害

防止への協力を呼びかけました。山形新聞の取材を受け、市民へ広く啓蒙する活動となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  三  沢 

11/25(火)の統一行動キャッチ SOS街頭キャンペーンに会員９名参加。又、三沢警察生活安全課女子

職員２名のご協力のもと「家庭内暴力は犯罪です」の手作りカード入りポケットティシュ 450 個の配布を

実施。小雪まじりの北風のなか、シャッピングモール入り口でのキャンペーンでした。 

地元ケーブルテレビの撮影と新聞社取材があり、後日報道になりました。                                                                                                                                                                         

 

 

 

   

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I  釧  路 

11 月 20 日チャリティーディナーショーの開催。250 名の出席者があり、その際に DV等のチラシと 

オレンジリボン、ヴァイオレットリボン入りのシェルターや、非常時の連絡先を記入した 

ポケットティッシュを配布しました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S I 旭  川 

SI 旭川では例年 DV防止カードを作成し会員にも携帯してもらう他、市内のさまざまな場所で 

配布しています。今回、統一行動:キャッチ！SOS キャンペーン 

11 月 25 日「女性に対する暴力撤廃デー」を広く知っていただくために、スポンサーしています 

旭川大学・短期大学主催の講演会のおりに配布しました。これからも地道に活動を続けていきたいと 

思っています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI  天  童 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI  十和田 

2014 年 9 月 28 日第 39 回青森県合同セミナーを十和田クラブが当番クラブとなり、開催しました。 

「DV 問題の現状について」を弁護士の鈴木陽大先生より講話を頂きました。 

 

 

 

2014 年 11 月 26 日のチャリティーディナーショーの会場に“キャッチ SOS”キャンペーンボードを 3列並べた。 

私達が支援していた、知的障害施設「モクモック」の生徒が焼いたクッキーに DV カードを入れ上にガン撲滅のピ

ンクリボンを貼ってイベントで 430 名のお客様皆様に配布した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3月 24日（火）に行われた仙台クラブチャリティーコンサートにおいて、“統一行動：キャッチ SOS!”キャン

ペーンのボードを掲げ、お客様にアピールしました。また、キャッチ SOS!”キャンペーンを掲載したクラブ

独自のパンフレットと DV カードをお客様 450 名に配布しました。 

SI  仙   台 



 

 

 

 

SI 酒   田 

11 月 25 日「女性に対する暴力撤廃デー」に当たり SI 酒田はリーフレットを作成しました。 

統一行動；“キャッチ!SOS キャンペーン趣憲書をカラー印刷し、ポケットティッシュに帯封状に巻き付ける等の 

作業をし、120 個の完成を見ました。山形県酒田警察署を訪問し趣を説明いたしました。当初は生活安全課の

方々と街頭に立ってそれを市民にお配りする予定でしたが、双方の日程が合わず別の形をとることにしまし

た。警察署にも、女性に対する暴力の問題で訪れる方々が多いそうですので、窓口にて配布しのこりは警察

の方で対応して下さることになりました。SI 酒田事務局の電話番号を掲載しておりますので、しっかり対応して

いきたいと思います。写真はその際の活動状況です。 

 


